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 ３ 中国への当該勘定の適用可能性に関する検討 
 
 以上に記したように本論文は、持続可能な社会を構築するための有力なツールの開発
と、その応用を試みたものである。自然資源を投入した経済活動、及びその結果として
の廃棄物の放出を、包括的に評価し、それらの相互関係を明らかにすることは、地域に
おける環境経済統合政策を立案･実行するための基礎的な作業となり、多大な貢献をな
すものと評価でき、大きな意義を有するものといえよう。 
 
 長崎大学大学院生産科学研究科教授会は、平成20年12月17日の定例教授会において論
文内容の要旨を検討し、本論文を受理して差し支えないものと認め、上記の審査委員を
選定した。審査委員会では論文内容に関して慎重に審議し、公開論文発表会を実施する
とともに、最終試験を行い、論文審査および最終試験の結果を平成21年２月18日の生産
科学研究科教授会に報告した。 
 
 
審査委員会は、本論文は博士（環境科学）の学位に値するものとして合格と判定した。
 
 
 
 
